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（
と
じ
て
保
存
し
て
く
た
さ
い
）
 

9 月は 固定資産税3 期分 の納税月です 



あ
 

報
 

広
 

第272 号 広 報 あ か し、 
あ か い け け

 
報
 

広
 

第2 7 2 号 昭和60年9月1日 け
 

か
 m 

田
川
市
郡
の
ト
市
町
村
が
ー
つ
に
な
 

っ
て
企
業
誘
致
を
中
心
に
田
川
の
浮
揚
 

を
進
め
よ
う
と
、
田
川
地
区
振
興
促
進
 

協
議
会
（
会
長
廿
滝
井
義
高
田
川
市
 

長
）
が
発
足
し
、
発
会
式
が
L
月
三
ト
 

一
日
、
田
川
市
の
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

式
に
は
、
各
市
町
村
長
や
議
会
、
市
 

町
村
の
産
業
経
済
の
担
当
者
な
ど
約
百
 

人
が
出
席
。
滝
井
市
長
は
、
 

「
地
方
財
 

政
は
苦
し
く
、
石
炭
関
係
の
時
限
立
法
 

ル
 

、
 

鵬
譲
播
譲
勢
藁
曇
」
驚
欝
轟
欝
締
無
 

の
期
限
切
れ
が
追
る
な
ど
、
田
川
地
区
 

は
冬
の
時
代
。
協
議
会
の
力
で
こ
れ
を
 

切
り
ぬ
け
、
新
し
い
歴
史
を
切
り
開
く
 

第
一
歩
と
し
た
い
。
」
と
宣
言
。 

大
塚
副
知
事
や
、
地
域
振
興
整
備
公
 

団
の
九
州
支
部
長
、
通
産
省
の
産
炭
地
 

振
興
課
長
な
ど
の
来
賓
も
つ
ぎ
つ
ぎ
と
 

「
会
の
発
展
に
期
待
し
て
い
る
。
」
 
と
 

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
協
議
会
で
は
、
地
域
住
民
の
 

協
力
体
制
づ
く
り
と
し
て
、
地
元
の
若
 

ト池永町長も常にシートベルトを着用しています． 

ト「企業誘致を中心に田川地区の浮揚を」 と話し合う 

振興促進協議会のみなさんーー一田川青少年文化ホールでぐ 

者
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
 

や
各
界
代
表
に
よ
る
検
 

討
会
議
、
講
演
会
の
開
 

催
、
東
京
、
大
阪
で
の
 

企
業
誘
致
シ
ン
ポ
ジ
ュ
 

ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
、
田
川
 

地
区
を
P
R

す
る
パ
ン
 

フ
レ
ッ
ト
作
成
、
地
域
 

産
業
振
興
計
画
書
の
作
 

成
、
企
業
の
進
出
希
望
 

調
査
な
ど
の
事
業
計
画
 

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

赤
池
工
場
団
地
も
近
 

く
、
再
整
備
さ
れ
、
整
 

備
公
団
よ
り
分
譲
が
行
 

わ
れ
る
予
定
で
、
こ
の
 

協
議
会
に
も
積
極
的
に
 

協
力
し
町
の
活
性
化
を
 

図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
 

1 

。
 

またも不審火による火災 
』 鼻 、、 二い・‘" J・・： 

いずれも中尾地区で発生 

八
月
十
四
日
、
赤
池
西
ケ
丘
で
不
審
 

火
に
よ
る
火
災
が
発
生
。
家
屋
（
空
屋
）
 

と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
倉
庫
を
焼
い
て
 

四
十
分
後
に
鎮
火
し
ま
し
た
。
 

今
年
、
町
内
の
火
災
発
生
件
数
は
、
 

す
で
に
十
五
件
。
う
ち
十
二
件
が
中
尾
 

地
区
で
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
 

ど
が
、
原
因
不
明
の
不
審
火
に
よ
る
火
 

災
で
す
。
 

田
川
地
区
消
防
署
、
同
金
田
分
署
、
 

赤
池
町
消
防
団
で
は
、
広
報
車
や
チ
ラ
 

シ
等
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
 

空
屋
か
ら
の
不
審
火
が
多
い
こ
と
か
ら
 

「
持
ち
主
は
、
十
分
管
理
し
て
ほ
し
い
己
 

と
訴
え
て
い
ま
す
。
 

人
権
を
守
り
長
期
保
存
に
耐
え
る
よ
う
 

戸
籍
簿
（
除
醜
鷺
一
「
籍
）
を
再
製
 

赤
池
町
で
は
、
現
在
、
除
籍
お
よ
び
 

改
製
原
戸
籍
の
和
紙
再
製
業
務
を
行
っ
 

て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
明
治
よ
り
記
載
さ
れ
て
い
 

る
戸
籍
記
事
の
中
に
身
分
を
差
別
す
る
 

用
語
や
出
生
地
、
死
亡
記
事
欄
に
人
権
 

を
犯
す
記
載
な
ど
が
あ
り
、
上
か
ら
消
 

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
人
権
上
差
別
的
 

記
載
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
ま
す
。
 

こ
の
た
め
文
字
消
去
跡
を
な
く
し
、
個
 

人
の
権
利
と
自
由
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
 

長
期
の
保
存
に
耐
え
う
る
よ
う
和
紙
再
 

製
原
本
を
作
る
も
の
で
す
。
 

作
業
は
、
 
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
に
撮
 

影
さ
れ
、
こ
ん
せ
き
を
な
く
し
和
紙
に
 

再
製
さ
れ
ま
す
。
経
費
も
六
百
万
円
か
 

道
路
交
、
‘
江
‘
 

静
が
，
，
さ
 
‘
ま
レ
た
 

道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
主
な
も
の
は
九
月
一
日
以
降
、
段
階
的
 

に
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

今
回
の
改
正
は
、
こ
こ
数
年
増
え
始
め
た
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
 

に
ク
車
社
会
（
の
新
し
い
秩
序
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
 

主
な
改
正
点
は
次
の
ど
お
り
で
す
。
 

シ
ー
ト
ペ
ル
ト
の
着
用
が
 

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
 

!

9
月
ー
日
施
行
I
 

す
べ
て
の
道
路
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
 

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
 

助
手
席
に
す
わ
る
人
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
 

ト
を
着
用
さ
せ
て
か
ら
で
な
い
と
、
車
 

を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

同
時
に
、
 
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
後
部
座
 

席
に
す
わ
る
人
に
対
し
て
も
シ
ー
ト
ベ
 

ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉
 

高
速
道
路
廿
ド
ラ
イ
バ
ー
本
人
が
着
 

用
し
て
い
な
い
場
合
に
行
政
処
分
、
点
 

数
一
点
。
 

一
般
道
路
廿
今
回
の
法
改
正
の
趣
旨
 

が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
徹
底
し
、
シ
ー
ト
ベ
 

ル
ト
着
用
意
識
が
向
上
し
た
段
階
で
、
 

1/ 

行
政
処
分
点
数
を
付
す
る
こ
と
を
検
討
 

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

〈
特
例
〉
 

次
に
挙
げ
る
よ
う
な
人
は
、
着
用
義
 

務
を
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

▽
乗
り
降
り
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
郵
便
集
配
 

車
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
 

▽
妊
娠
や
負
傷
し
て
い
る
人
な
ど
、
療
 

養
上
ま
た
は
健
康
の
保
持
上
シ
ー
ト
ベ
 

ル
ト
を
す
る
の
が
適
当
で
な
い
ド
ラ
イ
 

。ハー 
▽
体
が
非
常
に
大
き
い
、
あ
る
い
は
小
 

さ
い
の
で
適
切
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
 

着
で
き
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
 

▽
バ
ッ
ク
の
運
転
を
す
る
と
き
の
ド
ラ
 

イ
バ
ー
 

▽
そ
の
他
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
複
数
の
警
 

察
用
車
両
で
護
衛
等
さ
れ
て
い
る
車
の
 

ド
ラ
イ
バ
ー
や
公
職
選
挙
法
上
の
選
挙
 

用
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
（
候
補
者
や
 

運
動
員
に
限
る
）
な
ど
で
す
。
 

な
お
、
助
手
席
同
乗
者
に
つ
い
て
も
 

ほ
ぽ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
に
準
じ
て
免
 

除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
 

空
ぶ
か
し
の
行
為
が
 

禁
止
さ
れ
ま
す
 

1

9
月
ー
日
施
行
I
 

ド
ラ
イ
バ
ー
や
ラ
イ
ダ
ー
は
、
正
当
 

な
理
由
が
な
く
、
著
し
く
人
に
迷
惑
に
 

な
る
騒
音
を
生
じ
さ
せ
る
方
法
で
急
発
 

進
、
急
加
速
、
空
ぶ
か
し
を
し
て
は
な
 

か
り
ま
す
が
、
人
権
を
守
る
と
い
う
町
 

長
の
強
い
判
断
と
法
務
局
の
指
導
で
他
 

町
に
先
が
け
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 ト役場で進められている戸籍簿の再製作業ぐ 

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉
 

行
政
処
分
点
数
一
点
。
 

初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
の
 

ニ
人
乗
り
禁
止
 

1

9
月
ー
日
施
行
I
 

自
動
二
輪
車
の
免
許
を
取
っ
て
一
年
 

未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ
ー
は
、
二
人
乗
 

り
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

昭
和
五
十
八
年
中
の
二
人
乗
り
運
転
 

中
の
死
亡
事
故
を
み
る
と
、
約
七
割
が
 

免
許
取
得
一
年
未
満
の
初
心
者
ラ
イ
ダ
 

ー
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉
 

行
政
処
分
点
数
一
点
。
反
則
金
四
千
 

円
。
罰
則
三
万
円
以
下
の
罰
金
。
 

（
癌
覇
）
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
右
折
方
法
が
 

変
わ
り
ま
す
 

ー

 
昭
和
 61 
年
ー
月
ー
日
施
行
■
 

次
に
挙
げ
る
道
路
で
は
、
図
の
よ
う
 

に
曲
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

①
標
識
で
右
折
方
法
が
指
定
さ
れ
て
い
 

る
交
差
点
 

②
片
側
三
車
線
以
上
あ
る
道
路
で
信
号
 

機
の
あ
る
交
差
点
（
標
識
等
で
除
外
さ
 

れ
る
場
合
も
 

あ
る
）
 

つ
ま
り
、
 

ま
ず
左
端
を
 

走
り
交
差
点
 

の
端
を
直
進
 

し
、
そ
こ
で
 

車
体
の
向
き
を
変
え
、
進
む
方
向
の
信
 

号
に
従
っ
て
直
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

広 花 影 市 

す。 

綾}(Q)聾田中先生をしのび踊りの輪 
人 大 で ら 
を き 、約 刊J 盆に出川115 郡かり b u u メ、 
し な 五 五 
の 踊 十 百 
び り 発 人 
ま の の が 
し 輪打 参 

ノ
 

今
年
一
月
三
十
 

一
日
に
亡
く
な
っ
 

た
田
中
六
助
氏
の
 

初
盆
…
盆
踊
り
が
、
 

八
月
十
四
日
、
午
 

後
七
時
か
ら
赤
池
 

橋
下
河
川
敷
駐
車
 

場
で
行
わ
れ
ま
し
 

た。 こ
の
盆
踊
り
大
 

会
は
、
田
中
六
助
 

田
川
後
援
会
の
主
 

催
で
行
わ
れ
た
も
 

の
で
、
翠
子
夫
人
 

長
男
の
雄
二
郎
氏
 

を
は
じ
め
、
田
川
 

た を ち 加 
。繰 上 

り げ 遺 
ト河川敷駐車場で行われた 

田中六助氏をしのぶ盆踊り大会． × 

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉
 

行
政
処
分
点
数
一
点
、
反
則
金
二
千
 

円
。
罰
則
一
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
 

科
料
。
 

初
心
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
 

講
習
 

ー

 
昭
和
 61 
年
ー
月
ー
日
施
行
■
 

免
許
取
得
後
一
年
以
内
に
行
政
処
分
 

点
数
の
合
計
が
四
点
か
五
点
に
な
っ
た
 

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
公
安
委
員
会
が
行
う
 

「
初
心
運
転
者
講
習
」
を
受
け
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
 

初
心
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
交
通
社
会
 

に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
違
反
を
し
た
 

り
、
事
故
を
起
こ
す
率
が
高
く
な
り
ま
 

す
。
そ
こ
で
、
免
許
停
止
に
な
る
前
に
 

も
う
一
度
安
全
に
関
す
る
講
習
を
受
け
 

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
 

ミ
ニ
バ
イ
ク
の
ラ
イ
ダ
ー
 

に
も
義
務
付
け
 

！

 
昭
和
 61 
年
7
月
5
日
施
行
■
 

ミ
ニ
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
人
は
必
ず
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

施
行
は
来
年
の
七
月
五
日
か
ら
で
す
 

が
、
施
行
前
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
 

り
身
の
安
全
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。
 

〈
違
反
し
た
場
合
の
措
置
〉
 

行
政
処
分
点
数
一
点
。
 



(5） 第272 号 し、 昭和60年9月1日 第272 号 昭和60 年9 月1 日 け
 

あ か い 報
 

広
 

ー
日
本
一
、
長
野
 
士
郎
君
ー
 

全
国
空
手
道
選
手
権
で
一
一
冠
王
 

綴
鷲
 

《v
一
、
り
一
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、
J
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一
 
v
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］
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逼
鼻
W
海
‘
・
」
濡
勲
ル
太
縮
川
細
獅
 

r
つ
、
ノ
』
つ
ヘ
ノ
ハ
つ
『
J
h

つ
へ
J
」
つ
《
J
ん
つ
《
ノ
（
つ
《
ノ
」
つ
『
ノ
n

つh
‘
ノ
八
つ
《
ノ
（
つ
『
ノ
h

つ
（
ノ
h
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ノ
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（
ノ
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『
J
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つ
〔
J
h
 

八
月
三
日
・
四
日
の
両
日
、
第
二
十
 

八
回
小
・
中
・
高
生
全
国
空
手
道
選
手
 

権
大
会
が
、
福
岡
市
民
体
育
館
で
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

各
都
道
府
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
 

代
表
選
手
、
約
二
千
人
が
参
加
。
組
手
、
 

形
の
個
人
戦
・
団
体
戦
で
技
を
競
い
合
 

い
ま
し
た
。
 

赤
池
町
体
育
協
会
空
手
道
部
か
ら
も
 

坂
田
早
苗
戸
（
小
四
）
・
長
野
秀
裕
さ
ん
 

（
小
四
）
 

・
田
中
英
行
さ
ん
（
中
一
）
 

長
野
士
郎
さ
ん
（
中
一
）
 

・
田
中
勝
彦
戸
 

（
中
三
）
の
五
選
手
が
福
岡
県
代
表
と
 

し
て
出
場
。
気
迫
に
満
ち
た
試
合
を
繰
 

り
広
げ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
個
人
の
形
・
組
手
中
学
 

一
年
生
の
部
に
初
出
場
し
た
長
野
士
郎
 

君
（
県
営
伏
原
）
は
、
形
の
決
勝
戦
で
 

トソフトボール優勝の3区子ども会のみなさん． 

ト女子フツトベースボールの熱戦， 

ト全国大会優勝の報告に町長室を訪れた長野士郎君（右から2人目） 

ら大会出場者のみなさん。右後は部を指導する桜井先生ぐ 

参
加
者
の
だ
れ
も
な
 

が
ん
 

し
え
な
か
っ
た
 
『岩 

鶴
』
と
い
う
形
を
演
 

じ
、
見
事
、
最
高
得
 

点
で
百
五
人
中
一
位
。
 

組
手
の
決
勝
戦
で
は
 

同
じ
福
岡
県
代
表
で
 

昨
年
の
優
勝
者
と
対
 

戦。 

一
度
引
き
分
け
 

再
試
合
で
中
段
の
蹴
 

り
が
見
事
に
決
ま
り
 

百
六
人
中
一
位
と
一
一
 

種
目
個
人
総
合
優
勝
 

で
日
本
一
の
栄
光
を
 

手
に
し
ま
し
た
。
 

八
月
十
七
日
、
全
 

国
大
会
に
出
場
し
た
 

五
人
の
選
手
は
、
指
 

導
者
の
桜
井
先
生
と
 

と
も
に
報
告
を
兼
ね
 

有
意
義
な
夏
休
み
を
体
験
 

か

え

る

の

学

校

』

の

 40 

人
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
山
下
次
 

男
会
長
）
が
、
毎
年
夏
休
み
期
間
中
に
 

父
子
家
庭
や
両
親
と
も
働
い
て
い
る
家
 

庭
の
児
童
な
ど
を
対
象
に
実
施
し
て
い
 

る
、
夏
休
み
学
童
保
育
『
か
え
る
の
学
 

校
』
が
、
七
月
二
十
五
日
か
ら
八
月
一
一
 

十
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
「
石
炭
と
炭
坑
に
つ
い
て
の
 

学
習
」
「
筑
豊
の
民
話
と
消
え
ゅ
く
鉄
道
 

を
た
ず
ね
て
」
 
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
 

で
、
田
川
・
直
方
の
石
炭
記
念
館
を
見
 

“
●
，
》
ん
 

学
し
た
り
、
炭
鉱
に
詳
し
い
清
原
義
則
 

さ
ん
（
車
道
）
を
講
師
に
招
き
、
ス
ラ
 

イ
ド
を
見
な
が
ら
炭
鉱
に
つ
い
て
の
色
 

々
な
お
話
を
聞
き
、
ま
た
、
列
車
を
乗
 

り
継
ぎ
、
「
筑
豊
一
周
汽
車
の
旅
」
を
体
 

験
し
た
り
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
は
、
「
お
わ
か
れ
登
山
」
 
と
し
 

て
宮
田
町
の
六
ケ
岳
に
登
り
、
項
上
か
 

ら
見
え
た
新
幹
線
に
歓
声
を
上
げ
、
参
 

加
し
た
四
十
人
の
児
童
は
、
来
年
の
再
 

会
を
約
東
し
て
終
了
し
ま
し
た
。
 

沖
p
（
ぐ
ん
，
,
,
,
，
》
ん
（
ぐ
ぐ
ん
●
I
ん
●
，
》
ん
（
ぐ
ん
《
ん
●
●
●
●
●
●
》
ぐ
 

炎
天
下
 
熱
戦
を
展
開
 

男
子
 
1
 
3
区
子
ど
も
ム
云
 

女
子
 
ー
 
18 

支
所
あ
す
な
ろ
子
ど
も
A
云
が
優
勝
 

七
月
二
十
八
日
、
赤
池
町
子
ど
も
会
 

育
成
連
絡
協
議
会
主
催
の
 
「
子
ど
も
ス
 

ポ
ー
ッ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
十
四
チ
ー
 

ム
、
女
子
は
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
 

九
チ
ー
ム
が
参
加
。
各
子
ど
も
会
対
抗
 

で
、
炎
天
下
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
熱
戦
 

を
展
開
し
ま
し
た
。
 

て
役
場
を
訪
れ
、
池
永
町
長
か
ら
健
闘
 

を
た
た
え
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

長
野
士
郎
君
は
、
 

「
毎
日
努
力
し
た
 

こ
と
と
、
桜
井
先
生
や
三
木
先
生
、
立
 

花
先
生
の
指
導
、
部
の
み
な
さ
ん
お
父
 

さ
ん
お
母
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で
す
ゅ
 

今
後
も
国
体
や
ォ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
 

苦
し
さ
に
耐
え
、
 
一
層
鍛
練
し
ま
す
。
」
 

と
喜
び
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

初
段
合
格
お
め
で
と
う
 

七
月
二
十
五
日
、
日
本
空
手
協
会
の
 

初
段
試
験
が
行
わ
れ
、
赤
池
空
手
道
部
 

か
ら
も
次
の
六
人
が
合
格
し
ま
し
た
。
 

▽
折
口
真
（
小
四
）
・
坂
田
早
苗
（
小
四
）
 

・
長
野
秀
裕
（
小
四
）
・
山
田
哲
也
（
小
 

六
）
・
立
花
直
樹
（
小
六
）
・
宮
原
久
幸
 

（
小
六
）
 

【
敬
称
略
】
 

が
』
”
』
”
か
か
か
k
”
』
て
”
か
か
』
て
て
て
ス
”
』
ス
七
”
か
』
”
か
か
』
”
』
ス
て
て
て
て
”
か
』
”
』
”
』
も
て
て
名
”
』
”
』
”
』
て
て
り
、
て
 

2
年
連
続
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
 

体

協

少

年

剣

道

部

出

身

の

中

野

亜

子

さ

ん

 

現
在
、
小
倉
女
子
商
業
高
校
三
年
生
 

の
中
野
亜
子
戸
（
南
町
）
は
、
小
学
校
 

四
年
生
の
と
き
に
赤
池
町
体
育
協
会
少
 

年
剣
道
部
『
誠
心
館
』
で
剣
道
を
始
め
 

上
村
常
夫
さ
ん
の
指
導
で
め
き
め
き
と
 

腕
を
上
げ
、
そ
の
剣
技
を
見
込
ま
れ
て
 

同
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
 

昨
年
二
年
生
の
と
き
も
、
全
国
高
校
 

総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
 

▼
小
倉
女
子
商
業
高
校
で
活
躍
す
る
 

中
野
亜
子
さ
ん
A
 

ト清原義則さん（車道）から炭鉱の話を聞く 

「かえるの学校」のみなさんぐ 

』
ん
》
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
●
《
ぐ
I
ぐ
ん
●
《
ム
》
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ル
ー
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

優
勝
廿
三
区
 

子
ど
も
会
、
準
優
勝
廿
十
支
所
子
ど
臭
ム
 

⑥
女
子
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
 

優
勝
 

廿
十
八
支
所
あ
す
な
ろ
子
ど
も
会
、
準
 

優
勝
廿
七
区
オ
リ
オ
ン
子
ど
も
会
 

つ

れ

づ

れ

に

 
の
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
引
 

松
本
 
た
か
し
 

通
院
の
歩
行
弱
ま
り
夏
来
た
る
 

ぬ
 

明
易
し
新
聞
バ
イ
ク
峡
を
縫
ふ
 

燃
え
る
ご
と
池
の
ほ
と
り
や
さ
つ
き
峡
く
 

庭
の
枇
杷
熟
れ
て
う
れ
し
や
初
の
も
の
 

実
梅
と
る
総
出
の
老
い
の
は
ず
む
声
 

草
取
り
ー
コ
ー
ス
清
掃
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
 

梅
雨
入
り
の
一
日
お
く
れ
は
げ
し
降
る
 

整
然
と
植
田
の
緑
水
光
る
 

慰
問
舞
踊
新
味
と
ぼ
し
く
五
月
晴
 

庭
青
葉
野
良
猫
あ
は
れ
我
れ
に
鳴
く
 

団
体
の
中
堅
と
し
て
出
場
、
全
国
三
位
 

の
好
成
績
を
あ
げ
、
今
年
も
県
大
会
で
 

優
勝
、
二
年
連
続
出
場
の
原
動
力
と
な
 

り
ま
し
た
。
特
に
今
年
は
、
個
人
戦
で
 

も
県
大
会
で
準
優
勝
、
八
月
に
石
川
県
 

で
開
催
さ
れ
た
高
校
総
体
に
福
岡
県
代
 

表
と
し
て
団
体
（
大
将
）
、
個
人
の
両
 

方
に
出
場
、
大
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
野
さ
ん
は
、
学
校
の
成
績
も
良
好
 

で
、
現
在
、
小
倉
で
寮
生
活
。
勉
学
に
 

剣
道
に
青
春
を
お
う
歌
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

g
レ
4

レ
4

レ
g

レ
4
 

秋の全国交通安全運動 

9 月21日～30日 
t‘ヤ‘t‘七‘七 

ザ
か
い
約
v
け
か
い
か
け
 か
 

こ
存
じ
で
す
か
 

検
察
審
査
会
 

く
 

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を
有
す
 

る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
 

一
人
の
検
査
審
査
員
が
、
 
一
般
の
国
民
 

を
代
表
し
て
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
 

し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
 

よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
 

と
し
ま
す
。
 

審
査
員
が
欠
け
た
と
き
の
た
め
の
補
 

充
員
も
、
審
査
員
と
同
数
の
十
一
人
が
 

く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
が
、
審
査
員
と
し
 

て
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
別
の
 

法
律
知
識
は
必
要
で
は
な
く
、
市
民
と
 

し
て
の
健
全
な
常
識
を
備
え
て
い
れ
ば
 

審
査
員
と
し
て
の
職
責
を
十
分
果
た
す
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

審
査
員
及
び
補
充
員
の
任
期
は
六
カ
 

月
で
、
そ
の
間
月
一
回
程
度
の
審
査
会
 

議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

も
し
、
あ
な
た
が
審
査
員
ま
た
は
補
 

充
員
に
選
ば
れ
た
と
き
は
、
検
察
審
査
 

会
制
度
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
、
進
ん
で
 

こ
の
務
め
を
果
た
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

1
 

10月1日（火） 
国勢調査にご協力を 

10月1 日、全匡I 

いっせいに国勢調 

査が行われます。 

国勢調査は、大I王 

9 年から5年ごと 

に実施され、今回 

で14回目となります。調査の結果は、福祉、 

雇用、住宅、環境整備など、わたしたちの 

暮らしに密着したさまざまな問題について、 

国や都道府県、市区町村が行う行・財政施 

策の重要な資料として利用されます。 9 月 

× 

下旬から10月上句にかけて、調査員がお宅 

にお伺いしますので、 よろしくご協力をお 

願いします。 

JII 
.,idl',,,,mniilllt1' 
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I'll'川 

ー度飼ったら捨てない決心 9月20日～26日は動物愛護週間 
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改
・
油
・
れ
・
拷
江
拓
％
・
「
織
浄
 

サ
イ
レ
ン
で
黙
と
う
を
呼
び
か
け
戦
没
者
を
伯
 

.

 

!

 

.

 

』
蜘
 

ノ
 

ノ
 

赤
池
町
で
は
、
昨
年
か
ら
広
島
、
長
 

月
十
五
日
の
正
午
に
町
内
の
消
防
車
庫
 

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻
と
、
八
 

【第112回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますように 

【問題1 】 

郡とはいったいなんでしょう。 

A 普通地方公共団体のーつ 

B．都道府県と町村との中間的特別地方公共 

団体 

C．市の区域以外の区域について認められる 

地理的名称 

【問題2 】 

市の支所と出張所はどう違うのでしょうか。 

A．支所も出張所も名称が違うだけで同じ事 

務をつかさどる出先機関。 

B．支所は総合出先機関だが、出張所は市役 

所の窓口の延長。 

C．支所は出張所の上級官庁で、出張所は特 

定の事務を扱う出先機関。 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ9 月17日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第l11回の解答】 

1 , C 2 , B 

応募総数7 通のうち正解者はいませんでし 

た。 

7 月末日住民登録 q 

（前月比） 

人 I I 10.014( +2 ) 

'0 4 .752( 0 ) 

女 5,262( +2 ) 

世帯数 3, 342( +3 ) 

非核・恒久平和都市宣言 

トベルの合図でいっせいに黙とうする筑豊繊維工業（株） 

従業員のみなさん 8 月9日． 

な
ど
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
、
み
な
 

さ
ん
に
黙
と
う
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
 

ま
す
。
 

戦
後
も
四
十
年
を
経
過
し
、
そ
の
悲
 

惨
さ
を
直
接
語
る
人
も
少
な
く
な
り
、
 

そ
の
後
の
経
済
国
力
の
発
展
は
、
「
戦
争
 

は
過
去
の
も
の
」
 
と
い
う
感
す
ら
与
え
 

ま
す
。
 

毎
年
こ
の
時
期
に
み
な
さ
ん
一
人
ひ
 

と
り
の
ク
戦
争
《
を
改
め
て
見
つ
め
直
 

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

原
爆
被
爆
者
の
実
態
 

調
査
に
こ
協
力
を
 

厚
生
省
で
は
、
原
爆
被
爆
者
に
つ
い
 

て
実
態
調
査
を
今
年
十
月
三
日
に
実
施
 

し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
被
爆
者
の
方
々
の
生
 

活
、
健
康
等
を
総
合
的
に
把
握
す
る
と
 

と
も
に
、
原
爆
に
よ
る
死
没
者
の
状
況
 

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
資
料
を
得
る
 

た
め
の
も
の
で
す
。
 

今
年
八
月
一
日
現
在
で
被
爆
者
健
康
 

手
帳
を
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
、
 

調
査
表
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
厚
生
省
で
は
こ
の
調
査
と
あ
 

わ
せ
て
官
公
署
、
企
業
、
団
体
な
ど
を
 

は
じ
め
、
 

一
般
の
方
々
が
持
っ
て
お
ら
 

れ
る
原
爆
に
よ
る
死
没
者
に
関
す
る
資
 

料
（
例
え
ば
、
原
爆
被
災
職
員
名
簿
な
 

ど
）
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
 

資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
福
岡
県
衛
 

生
部
予
防
課
（
合
0
9
2
1
6
2
2

ー 

0
7
1
6

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

世界平和と安全・人類の幸福は、諸 

国民共通の願いであり、いま国際的な 

核軍拡競争の果てしない悪循環は、あ 

らたな核戦争の危険を増大し、人類の 

生存／＼の恐怖となっている。 

私たちは、世界唯一の被爆国として 

全世界の人々に、非核三原則の堅持と 

あらゆる核兵器の全面廃絶を訴え、人 

類の生存、恒久平和にむけて貢献する 

決意を表明し、ここに非核・恒久平和 

都市を宣言する。 

一ー一 記 一 

1 ，この区域内では、核兵器の生産 

貯蔵・配備を認めない。 

2 ，この区域内では、いかなる軍事行 

動・軍事演習も許さない。 

3 ，この区域内の地上・上空のいずれ 

でも、核兵器および軍事用途の核物 

質の通過を認めない。 

4 ,軍事用途以外の核物質は、議会お 

よび自治体の許可なしには、この区 

域内を通過させない。 

5 ,自治体は、いかなる状態において 

も核戦争に協力する作業を行わない。 

6 ，この決議を自治体は遵守し、住民 

への徹底をはかる。 

i
／
元
／
な
ソ
の
ソ
わ
ソ
タ
 

―国民健康保険ー 

み
な
さ
ん
の
家
族
 

の
だ
れ
か
が
、
病
気
 

を
し
た
り
、
思
わ
ぬ
 

事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
 

と
き
は
、
病
院
の
窓
 

口
で
保
険
証
（
国
民
 

健
康
保
険
被
保
険
者
 

証
）
を
提
示
す
れ
ば
 

一
部
負
担
金
を
支
払
 

う
だ
け
で
治
療
が
受
 

け
ら
れ
ま
す
。
 

会
社
勤
め
の
人
や
 

そ
の
家
族
は
職
場
の
 

健
康
保
険
・
各
種
共
 

済
組
合
へ
加
人
で
き
ま
十
が
、
こ
れ
ら
 

の
い
ず
れ
に
も
入
っ
て
い
な
い
人
の
た
 

め
に
国
民
健
康
保
険
が
あ
り
ま
す
。
 

保
険
税
を
出
し
合
っ
て
、
い
ざ
と
い
 

う
と
き
の
た
め
に
そ
な
え
よ
う
と
す
る
 

も
の
で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
は
と
 

て
も
大
切
な
制
度
で
す
。
 

急
増
す
る
医
療
費
 

医
療
費
は
近
年
、
急
激
に
増
加
し
て
 

お
り
、
こ
の
医
療
費
を
支
払
う
に
は
、
 

昭和59年度国保1人当りの 

医療費と保険税 

1人当り保険税 36,666円 

1 人当り医療費 1〇ワ，081円 

こ
れ
に
見
合
っ
 

た
財
源
が
必
要
 

と
な
り
、
そ
の
 

ぶ
ん
保
険
税
を
 

値
上
げ
し
て
補
 

わ
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

だ
れ
も
、
保
 

険
税
は
少
な
い
 

こ
と
を
望
み
ま
 

す。 

昭和59年3月26日 赤池町議会 

保
険
税
は
、
み
な
さ
ん
‘
人
ひ
と
り
 

の
理
解
と
努
力
に
よ
っ
て
値
L
げ
を
防
 

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

医療費節約のポイン ト 

1 ，お医者さんを信頼しましょう 

2 ,病院めぐりはやめましょう 

3 ,クスリをむやみにほしがるのはやめまし 

よつ 

休日の診療はひかえましよう 間
 

夜
 ぐ

 ' 
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ぐ
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ぐ
ん
●
，
●
》
h
）
ん
●
●
●
（
ぐ
ん
●
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」

 

・
・
、
 

臓
（
 

」」撫簿 線
 

い
ま
、
町
立
病
院
は
町
民
の
方
々
 

か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
に
 

な
る
た
め
、
 

一
生
懸
命
努
力
し
て
お
 

り
ま
す
。
昨
年
四
月
に
石
尾
院
長
が
 

就
任
さ
れ
て
以
来
、
病
院
の
改
善
構
 

想
の
も
と
に
着
実
に
実
施
さ
れ
つ
つ
 

あ
り
ま
す
。
 

よ
い
医
療
を
す
る
た
め
の
 

条
件
づ
く
り
 

ま
ず
、
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
 

先
に
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、
内
科
 

の
北
先
生
、
外
科
の
詫
庁
先
生
、
整
 

形
外
科
の
桑
野
先
生
と
優
秀
な
、
し
 

か
も
若
い
先
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
。
 

つ
ぎ
に
、
施
設
、
設
備
の
改
善
で
 

す
が
、
今
年
三
月
に
約
一
千
万
円
を
 

か
け
、
外
観
お
よ
び
病
室
を
全
面
塗
 

り
替
え
、
全
体
を
ア
イ
ボ
リ
ー
色
で
 

統
一
し
ま
し
た
。
 

七
月
末
に
は
、
最
新
式
設
備
の
手
 

術
室
、
中
央
材
料
室
、
集
中
治
療
室
 

エ
レ
べ
ー
タ
ー
等
の
工
事
を
約
五
千
 

万
円
を
か
け
亀
谷
組
で
施
行
。
つ
ぎ
 

に
医
療
機
器
は
、
昨
年
六
月
に
超
音
 

波
診
断
装
置
。
今
年
、
手
術
室
に
付
 

,
,
）
ん
●
《
ム
》
ぐ
ん
、
（
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
●
●
●
一
 

I
ぐ
・
】
●
（
ぐ
ん
 

,,( 

"
,
,
〈
ぐ
I
子1 

帯
す
る
外
科
、
整
形
外
科
の
機
器
約
 

五
千
万
円
と
、
最
新
の
医
療
機
器
を
 

そ
ろ
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
施
設
、
設
備
は
優
秀
な
 

医
師
が
医
療
を
す
る
上
で
の
絶
対
の
 

必
要
条
件
で
あ
り
、
ま
た
、
病
院
の
 

信
頼
度
を
計
る
も
の
と
も
言
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
大
切
な
こ
と
は
 

職
員
の
技
能
、
技
術
で
あ
る
こ
と
は
 

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
に
、
 

諸
先
生
方
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
 

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
研
修
し
、
会
議
 

を
も
ち
な
が
ら
「
心
」
「
技
」
 
の
向
上
 

に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
条
件
整
備
を
し
た
こ
 

と
は
、
 

一
重
に
町
民
の
み
な
さ
ま
が
 

も
し
、
体
が
悪
く
な
っ
て
も
赤
池
町
 

立
病
院
が
あ
る
か
ら
と
、
安
心
し
て
 

日
々
を
過
し
て
く
た
だ
く
た
め
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
病
院
運
営
が
で
き
る
よ
 

う
に
な
る
ま
で
に
は
、
町
民
の
代
表
 

で
あ
る
町
議
会
議
員
の
方
々
や
関
係
 

者
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ
 

っ
た
こ
と
に
病
院
長
は
じ
め
職
員
一
 

同
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

町
立
病
院
は
、
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
医
療
施
設
と
し
て
建
て
ら
れ
た
 

も
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
病
院
 

と
し
て
育
成
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
 

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

町
立
病
院
事
務
長
 

松
岡
 
進
 

？
●
●
●
《
ん
（
ん
●
〈
ル
（
ぐ
ん
●
●
〈
ん
〈
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ん
，
《
 

軸v
研・Nv
い
か
‘
研
甫
争
か
勿
り
か
ム
ざ
石
討
ム
ざ
？
ム
マ
N
白
鳶
ム
ぷ
ム
討
ム
m
噂
ム
ざ
白
・
N
v
研
内
h
吟
け
・
か
研
り
軸
v
“マ剖y
けvN 

ー
ト
職
員
（
看
護
婦
）
の
募
集
 

一
 
山
山
自
・
一
 
山
山
山
山
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

（
一
口
廿
千
円
）
 

〇
中
村
千
鶴
廿
3

口
〇
高
津
牟
津
美
廿
 

5
ー
 

【
寄
附
】
 

山
本
家
具
1
3
千
円
 

【
香
典
返
し
】
 

【休館日】 

2日、 9日、15日、16日 

23日、24日、30日 
【福祉バス運行日】 

休館日及び祝祭日 

を除く毎日 

【仏教講演会】 

9 月14日田 

午前11時から 

~ 【漢 云」 

~ 入館者へ自由に舞台 

I を提供します。こ利 

用下さい。 
【心配こと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時から 

午後3時まで 

 ノ 

赤池町立病院では、正看 

または準看の資格を有する 

年齢35歳までのパートの看 

護婦さんを若干名募集して 

います。 

詳しくは町立病院庶務係 

ハ、お間い合せください。 

赤池町立病院 
雄 

念 (か28 - 208 3 ) 
昭 

FH
居
、
馴
H
一
？
「
」
、
一
 

いニ・いがががルミががみザドドがドメメがががド が7ミがド‘いがががメがががががりぐみさがル4ドがパドみもぐがドメルいAぐ7さジ 

】
心
ん
（
 

春
 

Sロ含せ儒せ儒e俄せ含 

〇
藤
田
哲
夫
（
薬
王
寺
）
〇
市
川
泰
雄
 

（
原
田
）
〇
立
花
清
（
市
場
）
〇
坂
元
 

一
男
（
下
組
）
 

以
上
4
件
総
額
 15 

万
円
 

(8

月
 12 

日
現
在
、
敬
称
略
）
 

『おかしいな と思ったら検診を 9月はがん征圧月間 
君の未来緑の地球 今年は国際森林年 
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い け 昭和60年9月1日 （8 ) か
 

あ
 

報
 

広
 

。／] 
「I 。乙 第

 

圏
固
固
困
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圏
乳
児
一
斉
健
診
▽
9
月
5

日
 13 

時
半
 

ー
 15 

時
ま
で
▽
町
民
会
館
▽
生
後
2

カ
 

月
ー
 13 

カ
月
 

圏
三
種
混
合
▽
9
月
 19 

日
（
木
）
 
13 

時
 

半
、
 15 

時
ま
で
▽
町
民
会
館
▽
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

圏
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
▽
9
月
 25 

日
困
▽
 

13 

時
半
、
 15 

時
ま
で
▽
町
民
会
館
▽
生
 

後
3

カ
月
、
4
歳
未
満
（
2
回
目
実
施
）
 

圏
B
c
G

▽
9
月
 27 

日
固
▽
 13 

時
半
か
 

ら
 15 

時
ま
で
▽
町
民
会
館
 

‘
馴
江
鳳
．
I
却己』 

'lH
「
此
【
】
「
に
零
‘
 

開
鼎
ボ
「
川
柵
聞
囲
 

圏
四
保
育
所
体
育
の
つ
ど
い
▽
9
月
 15
 

日
▽
8
時
半
集
合
▽
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

無登録農薬 

使用しないでください 

圏
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
▽
9
月
 29 

日
▽
 

8
時
半
▽
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
 

圏
赤
池
中
学
校
体
育
祭
▽
9

月
 29 

日
 

露
】
「
「
【
】
篇
山
m
山
 

圏
福
祉
の
こ
こ
ろ
講
演
会
 

▽
福
祉
コ
 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
た
め
の
福
祉
 

の
こ
こ
ろ
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
会
が
 

行
わ
れ
ま
す
。
▽
9

月
 26 

日、 

13 

時
半
 

か
ら
▽
直
方
市
民
会
館
▽
講
師
廿
「
私
 

の
人
生
観
」
作
家
佐
藤
愛
子
氏
▽
入
場
 

無
料
 

圏
行
政
書
士
試
験
 

▽
試
験
日
廿
 10 

月
 

27 

日
午
後
1
時
か
ら
▽
場
所
廿
福
岡
市
 

箱
崎
九
州
大
学
▽
受
付
期
間
井
9
月
 24
 

日
か
ら
 10 

月
5

日
ま
で
▽
受
験
申
込
廿
 

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
へ
、
請
求
は
 70 

円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
 

▽
手
数
料
は
福
岡
県
領
収
証
紙
で
4
千
 

円
▽
問
合
先
廿
福
岡
県
総
務
部
地
方
課
 

最近、熊本県内で「ジクロゾリ 

ン （スクレックス）」 「アルファ 

ーナフタリン酢酸ナトリウム（ナ 

フサク）」 等の無登録農薬（登録 

失効農薬）が不法に販売されてい 

ます。 

福岡県でも今後、このような農 

薬が販売される恐れがありますの 

で、農業を営むみなさんは、絶対 

に無登録農薬を使用されないよう 

お願いします。 産業振興課 

~ 有害鳥獣（イノシシ）の I 

駆除を行います 

今、上野地区では、イノシシに 

よる農作物への被害が多発してい 

ます。 

このため町では、飯塚農林事務 

所とタイアップして9月1日から 

10月15日まで、ハンターによるイ 

ノシシ駆除を行います。 

町民のみなさんのご協力をお願 

いします。 産業振興課 

消火器の悪質訪間 

販売にご注意を．ク 

最近、消火器の悪質訪間販売員 

が横行しています。 

消防署では、消火器は販売して 

おりません。 

消火器は、火災から家庭を守る 

ための大切な防災器具のひとつで 

す。 家庭に1本は置いて万一に備 

えたいものです。 ところが、こう 

したところに目をつけ、不適正な 

売り方をする訪問販売員があとを 

たちません。 

例えば 

●消防署のほうからきました。 

●法律によって置かなくてはいけ 

ません。 

●買いかえないと使えません。 

●薬剤のつめかえが必要です。 

●点検にきました。 

このような手口にのらないよう 

ご注意ください。 

消火器の訪間販売に疑問や不審 

を感じたら、購入する前、点検、 

つめ替えの前にお問い合せくださ 

い。 田川地区消防署（か44-0650) 

同 金田分署（廿22-0307) 

（
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圏
国
体
テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
 

▽
昭
和
六
十
五
年
に
第
四
十
五
回
国
民
 

体
育
大
会
が
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
っ
 

み
ん
な
に
親
し
ま
れ
、
し
か
も
福
岡
県
 

に
ふ
さ
わ
し
い
 
「
テ
ー
マ
」
 
と
 
「
ス
ロ
 

ー
ガ
ン
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
テ
ー
マ
廿
福
岡
県
の
特
徴
を
端
的
に
 

表
す
大
会
の
“
愛
称
・
 
（
例
廿
び
わ
こ
 

国
体
・
わ
か
く
さ
国
体
な
ど
）
▽
ス
ロ
 

ー
ガ
ン
廿
清
新
さ
と
夢
の
あ
る
大
会
の
 

“
合
い
言
葉
）
 

（
例
廿
君
よ
今
、
北
の
 

大
地
の
風
と
な
れ
、
駆
け
よ
大
和
路
、
 

は
ば
た
け
未
来
な
ど
）
▽
応
募
方
法
廿
 

官
製
は
が
き
に
テ
ー
マ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

い
ず
れ
か
を
明
記
し
、
1
点
を
縦
書
、
 

説
明
を
付
け
る
▽
住
所
、
氏
名
、
年
齢
 

性
別
、
職
業
、
勤
務
先
（
学
校
、
学
年
）
 

電
話
番
号
記
入
▽
送
り
先
、
問
合
せ
先
一
 

廿
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7

の
7
国
体
 

福
岡
県
準
備
委
員
会
（
か
0
9
2
1
6
 

4
1
1
7
5
3
4

）
▽
締
切
り
什
 10 

月
 

5
日
ま
で
 

圏
福
岡
県
警
察
官
・
婦
人
警
察
官
募
集
 

▽
一
次
試
験
廿
 10 

月
 27 

日
▽
受
付
期
間
 

廿
9
月
6

日
ー
 10 

月
5

日
▽
受
験
資
格
 

廿
警
察
官
井
昭
和
 33 

年
4
月
2

日
か
ら
 

昭
和
 43 

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

男
子
、
婦
人
警
察
官
非
昭
和
 36 

年
4

月
 

2
日
か
ら
昭
和
 43 

年
4
月
1

日
ま
で
に
 

生
ま
れ
た
女
子
▽
問
合
せ
・
申
込
み
先
 

廿
田
川
警
察
署
警
務
課
（
。
4
2
1
2
 

1
2
0

）
ま
た
は
最
寄
り
の
派
出
所
・
 

駐
在
所
へ
 

圏
記
録
式
電
卓
技
能
検
定
試
験
 

▽
試
 

験
日
廿
9
月
 21 

日
▽
受
付
期
間
廿
9

月
 

6
日
ま
で
▽
受
験
料
廿
A

ク
ラ
ス
2
9
 

0
0
円
か
ら
D

ク
ラ
ス
1
6
0
0
円
ま
 

で
▽
A

ク
ラ
ス
は
写
真
（
セ
ミ
判
）
が
 

必
要
▽
問
い
合
せ
、
申
し
込
み
廿
田
川
 

商
工
会
議
所
（
か
4
4
1
3
1
5
0

) 

圏
 61 
年
歌
会
始
の
詠
進
歌
募
集
▽
詠
進
 

要
領
①
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
未
発
表
 

の
も
の
②
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
 

自
書
③
書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
 

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
 

に
住
所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
 

き
）
、
生
年
月
日
、
職
業
▽
期
日
廿
9
 

月
1

日
か
ら
 10 

月
 11 

日
ま
で
▽
あ
て
先
 

廿
〒
剛
東
京
都
千
代
田
区
一
番
一
号
宮
 

内
庁
と
し
、
封
筒
に
 
「
詠
進
歌
」
 
と
書
 

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
 

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
 

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
 

Z
 

×
 

あつ．ク 消防車が入れない 違法駐車はやめましょう 


